
■ 授業時数 ■ 単位数

一般 必修 １・２年 通年 ６０ ４

■　その他教員

回 回

回 回

２０２２年度 ＴＶ映像音響科

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CC001 キャリアデザイン 講義

学校生活上必要な書類作成や学校行事（学園祭やイベント大会等）におけるクラス内の話合いを行う「クラス運営」の時間にするとともに，科目
「ビジネスマナー」の指導と連携しながら職業指導を中心に行い，スムーズな就職活動に繋げることを目的とする。
学生，担任，キャリアセンターとの連携・コミュニケーションを図る。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

４５分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

各学年クラス担任 専任

■ 授業概要及び到達目標

■ 成績評価基準

科目の特性上，成績評価は実施せず，全授業時間数の３分の２以上の出席をもって単位認定を行う。

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

GPA算出除外科目

■　授業計画

＜1年次＞

１　～　３

（学校生活およびクラス運営上の取り決め）
　①棚と座席の決定
　②校則の説明
　③学校内の案内とルールの説明

１４　～　１７

（学園祭企画・運営）
　①クラス内実行委員の決定
　②クラス出展内容の決定
　③クラス内役割分担の決定と分科会開始

授　業　内　容 授　業　内　容

■ 特記事項

４　～　６

（学校生活およびクラス運営上の取り決め）
　①各種当番の決定
　②各種必要書類の作成
　③授業内容の概略及び諸ルールの説明
　④選択コース決定のための補足説明

１８　～　２２

（就職指導）
　⑥業種・職種の研究
　⑦企業検索・研究
　⑧具体的な企業へのアプローチ手順の理解

７　～　１０

（就職指導）
　①就職の目的理解
　②就職活動概略スケジュール理解
　③自己分析

２３　～　２５
（学園祭企画・運営）
　④事前準備

１１　～　１３
（就職指導）
　④履歴書原本の作成
　⑤自己PRシートの原本作成

２６　～　３０
（就職指導）
　⑨個人の就職活動スケジュール作成（個別面談）
　⑩企業ガイダンスへの準備

＜２年次＞
授　業　内　容 授　業　内　容

３１　～　３２

（学校生活およびクラス運営上の取り決め）
　①棚と座席の決定
　②各種当番の決定
　③各種必要書類の作成

４４　～　４７

（学園祭企画・運営）
　①クラス内実行委員の決定
　②クラス出展内容の決定
　③クラス内役割分担の決定と分科会開始

３３　～　３６

（就職指導）
　①個人の就職活動スケジュール再検討
　②エントリーシート，お礼状の書き方理解
　③身だしなみ，面接の指導

４８　～　５２

（就職指導）
　⑦（内定者）内定企業の研究と準備
　⑧（未内定者）スケジュール，目標の再検討
　⑨（未内定者）個人面談

３７　～　４０
（就職指導）
　④個人面談

５３　～　５５
（学園祭企画・運営）
　④事前準備

４１　～　４３
（就職指導）
　⑤履歴書原本の作成
　⑥自己PRシートの原本作成

５６　～　６０

（就職指導）
　⑩企業の構造理解
　⑪社会人としての考え方理解
　⑫社会人としてのマナー理解

備考
興味を持った企業や就職を目指す企業等については，インターネットや新聞・業界誌等を利用して積極的に情報収集を
行うこと。



■ 授業時数 ■ 単位数

一般 必修 １・２年 通年 ６０ ４

■　その他教員

回 回

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CC002 一般教養 講義

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

２０２２年度 ＴＶ映像音響科

是枝　智美 専任

寺前 貴子

■ 授業概要及び到達目標

就職試験で実施される一般教養問題に備えて様々な分野の問題に取り組み，就職試験対策を行う。
また，現場で役立つ知識として色のユニバーサルデザインについて学習し，色彩検定UC級合格を目指す。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

４５分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

日本色彩研究所 色彩検定　公式テキスト　UC級 色彩検定協会

就職試験研究グループ 筆記試験対策ベーシックドリル　一般常識&SPI 実教出版

■ 成績評価基準

期末考査　９０％　授業態度・小テスト等　１０％

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可
■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

■ 特記事項

■　授業計画

授　業　内　容　<１年次> 授　業　内　容　<１年次>

３
色が見えるしくみ（２）
色を見るしくみ

１８ 検定対策

４
色が見えるしくみ（３）
色覚説，色覚の多様性

１９ 検定対策

１ 色のユニバーサルデザイン １６ 前期期末考査振り返り

２
色が見えるしくみ（１）
色とは何か，光とは何か，色の見え方の特性

１７ 検定対策

７
色覚のタイプによる色の見え方（１）
色覚タイプの分類

２２ 言語①　漢字テスト　ことわざ・故事成語①～②

８
色覚のタイプによる色の見え方（２）
色覚異常の人が混同しやすい色

２３ 言語②　漢字テスト　四字熟語①～④

５ 色の表し方（１）　色の三属性，色相とトーン ２０ 検定対策

６ 色の表し方（２）　色名 ２１ プレテスト

１１
高齢者の見え方（１）
加齢による見え方の変化

２６ 非言語①　計算テスト　計算

１２
高齢者の見え方（２）
高齢者の見え方の特徴ほか

２７ 非言語②　一次方程式　連立方程式

９
色覚のタイプによる色の見え方（３）
色の誤認

２４ 言語③　漢字テスト　敬語表現・手紙の書き方（１）

１０
色覚のタイプによる色の見え方（４）
色覚の遺伝，色覚検査法ほか

２５ 言語④　漢字テスト　敬語表現・手紙の書き方（２）

１５ １年前期期末考査 ３０ １年後期期末考査

１３
色のUDの進め方（１）
色の機能的な役割，色のUDを進める手順ほか

２８ 非言語③　計算テスト　方程式を使った応用

１４
色のUDの進め方（２）
設計と修正のポイント

２９ 時事問題



回 回

■　授業計画

授　業　内　容　<２年次> 授　業　内　容　<２年次>

３３ 世界と日本③　地理（１） ４８ SPI対策②　概算

３４ 世界と日本④　地理（２） ４９ SPI対策③　非言語（１）

３１ 世界と日本①　歴史（１） ４６ 前期期末考査振り返り

３２ 世界と日本②　歴史（２） ４７ SPI対策①　分類

３７ 世界と日本⑦　異文化理解（１） ５２ SPI対策⑥　言語（１）

３８ 世界と日本⑧　異文化理解（２） ５３ SPI対策⑦　言語（２）

３５ 世界と日本⑤　政治と経済（１） ５０ SPI対策④　非言語（２）

３６ 世界と日本⑥　政治と経済（２） ５１ SPI対策⑤　非言語（３）

４１ 非言語④　比と割合、平均（１） ５６ 試験振り返り

４２ 非言語⑤　比と割合、平均（２） ５７ 敬語①

３９ 世界と日本⑨　異文化理解（３） ５４ 復習

４０ 世界と日本⑩　異文化理解（４） ５５ 卒業試験

４５ ２年前期期末考査 ６０ 論理的思考②

備考
１年次３０時間，２年次３０時間授業を行う。必要に応じてプリントを配付する。
小テストの範囲については事前に告知するので，しっかり勉強しておくこと。
また，授業の内容をしっかり復習して，解法を確実に定着させること。

４３ 非言語⑥　場合の数と確率（１） ５８ 敬語②

４４ 非言語⑦　場合の数と確率（２） ５９ 論理的思考①



■ 授業時数 ■ 単位数

一般 必修
１年
２年

後期
前期

６０ ２

■　その他教員

回 回

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CC003 ビジネスマナー 講義，演習

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

２０２２年度 ＴＶ映像音響科

阿部　順子 兼任 企業，専門学校にてビジネスマナー，秘書実務等を指導する。

■ 授業概要及び到達目標

社会人としての心構え，言葉遣い，電話対応等。正しい言葉遣いや電話対応などの基本的な知識や動作を学ぶ。教材をもとに基本を学習した
後，応用へと発展させます。ロールプレイングを取り入れることで「解る」から「出来る」を目指し，２年次の就職活動に自信を持って取り組めるよ
うに学習する。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

早稲田教育出版編集部（編） ビジネスマナー基礎演習 早稲田教育出版

株式会社ウイネット（編） これだけは知っておきたい！面接対策＆ビジネスマナー ウイネット

■ 成績評価基準

定期考査（５０％），実技試験（５０％）

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可
■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

■ 特記事項

■　授業計画

授　業　内　容 授　業　内　容

５・６ 言葉遣い（敬語練習） ３７・３８ 他社訪問（ロールプレイング）

７・８ 電話対応基本 ３９・４０ ビジネス文書（社内文書・社外文書・社交文書）

１・２ １年次オリエンテーション ３１・３２ ２年次オリエンテーション

３・４
人と接する際の基本マナー
 （挨拶・笑顔・態度・身だしなみ）

３３～３６
電話対応
 （職場で想定される電話対応，ロールプレイング）

１３・１４ 受付と訪問（ロールプレイング） ４５・４６ 報告・連絡・相談（ロールプレイング）

１５・１６ 自己分析 ４７・４８ 慶弔のマナー

９・１０ 電話対応（ロールプレイング） ４１・４２ ビジネス文書（メール）

１１・１２ 受付と訪問 ４３・４４ 報告・連絡・相談

２１～２８ 面接対策（ロールプレイング） ５３・５４ オフィスにおける一般知識

２９・３０ 社会保険制度（求人票をもとに） ５５・５６ オフィス管理（会議・スケジューリング等）

１７・１８ 自己ＰＲ作成 ４９・５０ 慶弔のマナー（ロールプレイング）

１９・２０ 面接対策 ５１・５２ クレーム対応

備考

５７・５８ オフェイス（ファイリング等）

５９・６０ 職場における労期法



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修 １・２年 通年 ６０ ４

■　その他教員

回 回

２０２２年度 ＴＶ映像音響科

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS001 検定対策 講義，演習

社団法人画像情報教育振興協会（CG-ARTS協会）主催の「マルチメディア検定３級」取得を目指し，現代社会におけるマルチメディア技術の知
識を学ぶ．

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

４５分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

池田　秀俊 専任

■ 授業概要及び到達目標

■ 成績評価基準

期末考査　９０％　授業態度・提出物等　1０％

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

 画像情報教育振興協会（CG-ARTS）（編） 入門マルチメディア CG-ARTS協会

■ 特記事項

■　授業計画

授　業　内　容 授　業　内　容

１　～　５

１．マルチメディアの特徴
　　①アナログとディジタル
　　②マルチメディアを構成する要素
　　③双方向性
　　④ユーザインタフェース
　　⑤人間の視覚と聴覚

３１　～　３５

６．急速に伸びるネットビジネス
　　①オンラインショッピング
　　②金融サービス
　　③広告とマーケティング
　　④コンテンツビジネス

６　～　１０

２．マルチメディアの中核をなすディジタル端末
　　①パーソナルコンピュータ
　　②オペレーティングシステム
　　③周辺機器

３６　～　４０

７．マルチメディア端末へと進化する携帯端末
　　①携帯電話の通信方式
　　②インターネット接続
　　③スマートフォン
　　④電子決済
　　⑤マルチメディア端末

１１　～　１５

３．コンテンツ制作のためのメディア処理
　　①ファイルフォーマット
　　②文書の作成
　　③画像の処理
　　④映像や音声の編集と再生
　　⑤３次元ＣＧの作成
　　⑥Webページの作成

４１　～　４５

８．家庭のマルチメディア化
　　①家電のマルチメディア化
　　②ディジタル化した放送業界
　　③ゲーム機のネットワーク化
　　④身近になるロボット

１６　～　２５

４．インフラとして定着したインターネット
　　①インターネットのしくみと役割
　　②インターネットにつなぐ
　　③ブロードバンドネットワーク
　　④ブロードバンドを使った配信サービス

４６　～　５０

９．日常生活に広がるマルチメディア
　　①ＩＣカード
　　②街角のマルチメディア
　　③交通
　　④医療と福祉
　　⑤文化
　　⑥行政と政治

備考

２６　～　３０

５．インターネットで提供されるサービス
　　①WWW
　　②電子メール
　　③コミュニケーションツール
　　④Webブラウザベースで提供されるサービス
　　⑤ユーザ参加型サービス

５１　～　５５

１０．セキュリティと知的財産権
　　①ネットワークセキュリティ
　　②知的財産権
　　③個人情報保護

５６　～　６０ 過去問を使用した検定対策



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修 １年 通年 ６０ ２

■　その他教員

回 回

２０２２年度 ＴＶ映像音響科

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS002 コンピュータ基礎 実習，講義

現代社会で必須アイテムとなりつつあるグループウェアの概要やメールのマナー等の情報リテラシーを学ぶ。更に，ビジネスソフト（Ｗｏｒｄ，Ｅｘｃ
ｅｌ，ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ）の基本操作を修得し，実務で活用できるようになることを目標とする。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

池田　秀俊 専任

■ 授業概要及び到達目標

■ 成績評価基準

期末考査（課題データ）　80％　授業態度・小テスト等　20％

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

■ 特記事項

■　授業計画

授　業　内　容 授　業　内　容

１　～　５
＜グループウェアの実践＞
　　　アカウントの取得，グループウェアへのサイン
　　　イン，共有ファイルの理解，ＰＣでの操作

３１　～　４５

＜Microsoft　Office　Excel　の演習Ⅰ＞
①基本操作の演習
　・ファイル，シートの理解
　・データ入力，表の体裁
　・数式と関数の使用方法

６　～　８

＜Microsoft　Office　Word　の演習Ⅰ＞
①ビジネス文書のルールの把握
　　・インデント，文字揃え，表，マナーなど
②ビジネス文書の作成
　　・例題を元にした作成

４６　～　５５

＜Microsoft　Office　Excel　の演習Ⅱ＞
①表計算のビジネス的使用方法の習得
　・検定問題を参考に，ビジネス上頻繁に使用する
　　関数や体裁の作成方法を習得する
　・進捗状況に応じて，グラフの使用方法まで習得

備考

９　～　１５

＜Microsoft　Office　Word　の演習Ⅱ＞
①ビジネス文書作成応用
　・検定問題を参考に，必要情報を元にビジネス文書
　　を完成させる
②進捗状況に応じて，検定問題のレベルを上げる

５６　～　６０

＜プレゼンテーションソフトの演習＞
①Microsoft　Office　PowerPoint　の演習
　・基本操作の習得

１６　～　３０

＜Microsoft　Office　Ｐｏｗｅｒ　Ｐｏｉｎｔ　の演習＞
①発表用プロ善テーションデータの作成
　・検定問題を参考に，必要情報を元にＰＰデータ
　　を完成させる
②進捗状況に応じて，検定問題のレベルを上げる



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修 １年 前期 ６０ ２

■　その他教員

回 回

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS003 ＣＧ基礎 実習，講義

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

２０２２年度 ＴＶ映像音響科

小森　友美 専任
印刷会社のグラフィックデザイナーを経て、一般企業の広報職やApple
専門店の販売職に従事

■ 授業概要及び到達目標

Illustratorの基本的スキルを修得する。主にライブや舞台などで使用されるフライヤーや告知用の印刷物を想定し制作する。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

■ 成績評価基準

課題評価（１００％）
授業の進行に応じて複数回,テーマを設けて課題を課す。
各課題ごとに評価を行い,それらを総合して成績とする。

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

■　授業計画

授　業　内　容 授　業　内　容

1・２ デザインの目的・基礎の理解 ２６～２８ 塗りの応用

３・４ Illustrator 概要 ２９・３０ 便利な機能

■ 特記事項

９・１０ 文字の使用

１１・１２ 画像の使用

５・６ 操作の基本 ３１～６０ 実践課題

７・８
様々なデザインにおける配色
カラーパレットと使用した配色方法

１７ Illustratorによる表現技法

１８・１９ 復習・確認テスト

１３・１４ レイアウトの基本

１５・１６ メディアへの出力

備考

２０・２１ 描画の基礎

２２～２５ オブジェクト操作



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修 １年 前期 ３０ ２

■　その他教員

回 回

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS004 企画・演出 講義，演習

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

２０２２年度 ＴＶ映像音響科

平原　大志 専任
フリーランスの映画・ドラマの制作部・演出部として様々な映像作品に
参加。その後，テレビドラマ・映画の製作プロダクションに所属し，映像
作品のラインプロデューサーを務める。

■ 授業概要及び到達目標

実際に撮影することを目的とした脚本を一から企画し、制作する。20分から40分程度とし、制限の中での制作体制を模索する。また、関連する
既成作品を手本としながら、演出上のポイントなどを学ぶ。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

なし(適宜プリント配付）

■ 成績評価基準

授業態度・提出物等６０％　　筆記試験４０％

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

■ 特記事項

■　授業計画

授　業　内　容 授　業　内　容

３ プロの現場の実際　予算・スケジュールなど １８ 【参考試写】　大事なことは2度言う　～発端での伏線

４ 企画の第一歩　ログラインを考える １９ 第一幕決定会議

１ 講師紹介～企画とは？職種としての役割・種別紹介 １６ 第一幕を15ページで書いてみよう(1) ～発端

２
オリエンテーション
　～作品鑑賞実態調査と適正検査　アンケート

１７ 第一幕を15ページで書いてみよう(2)

７
キャラクターの描き方→ストーリーの進め方
神話に学ぶ～ヒーロージャーニー理論

２２ 第二幕を３０ページで書いてみよう(３）

８ 企画書を書いてみよう(1)　ウリとターゲットについて ２３ インターミッション　絵コンテの書き方

５
物語におけるジャンル　コメディ／ホラー／アクション
のように分けない種別方法

２０ 第二幕を３０ページで書いてみよう(１）～展開

６ ログラインをプロットにする ２１ 第二幕を３０ページで書いてみよう(２）　枷について

１１ 物語の構成　三幕法～1３フェーズ構成 ２６ 第三幕を10～15ページで書いてみよう(1)～結末

１２ キャット&チョコレート的物語発想 ２７ 第三幕を10～15ページで書いてみよう(2)

９ 企画書を書いてみよう（２） ２４
参考試写　台詞だけで説明しない。
画で説明する～シャレード

１０
企画会議　グループに分かれて、それぞれの
作品を批評する

２５ 第二幕決定会議

１５ 【参考試写】シナリオと実際の作品の違い ３０ A班とB班の作品プレゼン

備考

１３ シナリオの書き方　～柱・ト書き・台詞～　シナハン ２８ 第三幕決定会議

１４ シナリオを書いてみよう　演習　～出会い　５枚 ２９
改稿作業
　～ログラインからの振り返り　SAVE THE CAT



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修 １年 前期 ６０ ２

■　その他教員

回 回

２０２２年度 ＴＶ映像音響科

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS005 撮影技術 演習，講義

映像業界で撮影技術者として活躍できる人材育成を目的とする科目である。撮影に必要なビデオカメラや，音声機器，照明機材などの業務用
機材を学ぶ。TVCMや，テレビ番組，イベント撮影など，幅広い撮影を授業やインターンシップを通して経験することにより，知識と技術の両面を
習得する。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

池田　勝三郎 兼任
映像制作会社代表。撮影・照明・ディレクター・グラフィックデザインなど
様々な技術を持つマルチプロデューサー。全日本広告協会ACC賞，地
域テレビCM部門秀作賞ほか，数多くの賞を受賞。

揚野　典明　平原　大志

■ 授業概要及び到達目標

■ 成績評価基準

筆記試験８０％　授業態度・提出物等２０％

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

■ 特記事項

■　授業計画

授　業　内　容 授　業　内　容

１・２ 映像，放送業界についてのオリエンテーション① ２９・３０
撮影照明実習
照明機材の種類と，捜査方法

３～１０
ビデオカメラ実習（ENGカメラ）
ビデオカメラ機器，三脚の仕組みと操作

３１～３６ DPライト，HMIライト，LEDライト，スタジオ照明等

１１～１３
映像伝送ケーブル（BNC）
ケーブルの８の字巻，修理方法

３７～４２
白，黒フラッグ，カポック，レフ板，トレペ，
センチュリー等

１４～１７
ホワイトバランス，NDフィルター，GAIN，
シャッタースピード

４３～４６ ビデオスイッチャーの操作方法

１８～２１
音声収録機器実習
フィールドミキサー，各種マイクの仕組みと操作

４７～５４
模擬番組収録（スタジオ撮影）
簡単な模擬ニュース番組を想定し，カメラ，音声，
照明などの総合的な確認をおこなう

２２～２５
音声ケーブル（XLRキャノン）
ケーブル，コネクターの種類と，修理方法

５５～５９
模擬番組収録（野外撮影）
簡単な模擬ニュース番組を想定し，カメラ，音声，
照明などの総合的な確認をおこなう

２６～２８
音声収録実習
模擬番組での音声収録方法を学ぶ

６０ 映像，放送業界についてのオリエンテーション②

備考



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修 １年 前期 ３０ １

■　その他教員

回

２０２２年度 ＴＶ映像音響科

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS006 映像編集 演習，講義

映像編集・写真編集を行ううえでの，ソフト操作の基礎を学びながら，編集に必要な知識，技術を学ぶ。編集上の考え方などを，実習を通して学
んでいく。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

上荒磯　聡 兼任 映像制作会社所属。テレビＣＭ広告・番組の映像編集などに従事。

■ 授業概要及び到達目標

■ 成績評価基準

実技試験（５０％），授業態度（５０％）

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

■ 特記事項

■　授業計画

授　業　内　容

１～６ EDIUSの基本操作

７・８ 1.プロジェクトの基本設定（画面サイズ・フレームレートなど）

９・１０ 2.撮影素材の取り込みを行なう。

１１・１２ 3.素材をタイムライン上に目的に沿って並べる

１３・１４ 4.音声の調整を行なう

１５・１６ 5.映像エフェクトの挿入方法（画面転換・カラーエフェクトなど）

１７・１８ 6.クイックタイトラーを利用した文字の挿入

１９～２２ 7.編集完了素材の書き出し方

２３ 8.スイッチングの方法

２４ Photoshopの基本操作

２５～２７ 1.プロジェクトの基本設定（画面サイズ・フレームレートなど）

２８～３０ 2.文字スーパーの作成

備考



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修 １年 前期 １２０ ４

■　その他教員

回 回

２０２２年度 ＴＶ映像音響科

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS007 舞台技術 演習，講義

　「音響」という仕事を学び、舞台、イベント等に対応できる知識を身につける。また舞台知識も同様に学習し、劇場の基本的な構造と名称を覚え
ることにより舞台空間の音響知識も身に付ける。音の性質を学習し、機材を適正に使用できるように基礎知識を身に付ける。後期は野外イベン
ト、学内イベントにて音響オペレート、ステージ転換、進行など様々な用途に対応できるように実習授業を行う。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

中馬　慎一郎 兼任
　鹿児島市内のイベントプロデュース会社に舞台音響技術者として勤
務。県内５箇所のホール管理及び舞台音響業務に従事。

■ 授業概要及び到達目標

■ 成績評価基準

期末考査　80％
授業態度　20％

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

八板賢二郎 改訂版 サウンドバイブル ―The Theatrical Sound Engineer's Bible 劇場音響技術者教書 兼六館出版

■ 特記事項

■　授業計画

授　業　内　容 授　業　内　容

1～4 音響の仕事についての内容説明 60 前期期末考査（舞台音響系）

5～8 公共ホールの基本的な構造、名称、安全作業の説明 61～66 舞台全般の仕事の流れや内容の説明

9～12 音の性質の説明 67～70 公共ホールの照明ポジションの説明

13～16 マイクロフォンの構造の説明 71～98 一般照明の説明（約７種類の灯体の説明と実習）

17～24 マイクケーブル、マイクスタンドの種類の説明 99～104 信号線，回路，パッチ，一般調光卓等の説明

25～28 スピーカーシステム、パワーアンプの説明 105～110 照明用ケーブルやアクセサリーの説明

29～44 音響機器の説明（調整卓、周辺機器、接続など） 111～114 回路計算，色フィルター，仕込み図等の説明

45～48 楽器知識、各楽器に対するマイキングの説明 115～119 仕込み，シュートの実習

備考

49～52 電気知識（アース、ノイズの要因）の説明 120 前期期末考査（舞台照明系）

53～59 音響仕込み（仕込み方、スピーカー配置等）の説明



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修 １年 前期 ３０ １

■　その他教員

回

２０２２年度 ＴＶ映像音響科

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS008 ＭＡ 演習，講義

1.ＴＶやラジオ放送で使用する素材制作の為の基本的な知識を習得する。様々な機材の名前,使い方を覚える。
２.ＭＡをする為のソフトＰｒｏＴｏｏｌｓの使い方を習得する。様々な音に興味を持ち，楽しみながら学べる環境をつくる。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

折田　龍紀 兼任
鹿児島市内の映像制作会社にMA（音編集）や音声技術として勤務。鹿
児島のTV番組やCM，県外のTV番組制作なども手掛ける。

■ 授業概要及び到達目標

■ 成績評価基準

筆記１００％

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

■　授業計画

授　業　内　容

２・３ ２．音素材制作
（企画，機材の選定，録音，編集，納品）

１ １．完成された音編集状況をみながら説明

■ 特記事項

４～６
３．マイクとケーブルの扱い方
（１）マイク（種類，指向性，特性，実践）

７～１２ （２）ケーブル（種類，ケーブル作り，実践）

１３～１７
４．PC，音声編集ソフト，周辺機器について
（１）インターフェース（機材説明，実践）

１８～２０ （２）ＰｒｏＴｏｏｌｓ（音声編集ソフト）について
基本的な使用方法

２１・２２ フォーマット，ラウドネスの説明

２３ イコライザーの使い方

２４ リバーブの使い方

２５ コンプレッサーとリミッターの使い方

備考

２６・２７ ノイズ処理の方法

２８ 音量の使い方

２９・３０ モノラルとステレオの理解



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修 １年 前期 ３０ １

■　その他教員

回

２０２２年度 ＴＶ映像音響科

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS009 ＤＡＷ実習 演習，講義

　音楽制作ソフトCubaseを使い，DAW（デジタルオーディオワークステーション）の基本的な操作，メロディー入力，リズム入力，コード入力などの
音楽的編集やミックスまでを，与えられた課題を通して学んでいく。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

上田　孝 兼任
　ヤマハ音楽講師。ピアノやコンピューターを使いこなすミュージシャン
でもあり，作曲，アレンジ，音楽番組制作を行なう。

■ 授業概要及び到達目標

■ 成績評価基準

出欠状況
授業態度
課題提出(100%)
筆記試験はなし

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

■　授業計画

授　業　内　容

３ ＤＡＷについて

１・２ Macの基本操作の説明 

■ 特記事項

４・５ ＤＡＷのための周辺機器等

６～１０ 「Cubase」の基本の説明

備考

１１～２０ メロディー、リズム、コード入力

２１～２８ ジングル制作  (簡単なメロディー譜から制作)

２９・３０ 前期期末考査  (提出された課題曲を考査)



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修 １年 前期 ３０ １

■　その他教員

回

２０２２年度 ＴＶ映像音響科

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS010 レコーディング実習 演習，講義

　レコーディングにおける基礎知識と技術を学ぶ。音響知識から機材の取扱い，音の仕組みなどを理解して実践を通して学んでいく。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

大久保　重樹 兼任
　96年ロサンゼルスP.I.T.卒業後ドラマー、エンジニアとして様々な
プロジェクトに参加。現在はチンパンジースタジオを拠点に国内外
問わず活動中。

■ 授業概要及び到達目標

■ 成績評価基準

定期考査（50％）
実技試験（50％）

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

リットーミュージック（編） 音響映像設備マニュアル2019改訂版 リットーミュージック・ムック

■　授業計画

授　業　内　容

６～１０ 音楽理論（和音、メロディ、リズム、楽譜、視聴など）

１～５ 音について（仕組み、音場、心理効果など）

■ 特記事項

３０ 前期期末考査

備考

１１～１５ 機材の説明（ﾏｲｸ、ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ、EQ、ｹｰﾌﾞﾙ、ｽﾋﾟｰｶｰなど）

１６～２０ 録音実習（楽器、声など）

２１～２９ 「protools」の基本の説明



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修
１年
２年

後期
通年

４２０ １２

■　その他教員

回 回

２０２２年度 ＴＶ映像音響科 映像コース

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS011 撮影技術（Ｅ） 演習，講義

映像業界で撮影技術者として活躍できる人材育成を目的とする科目である。撮影に必要なビデオカメラや，音声機器，照明機材などの業務用
機材を学ぶ。TVCMや，テレビ番組，イベント撮影など，幅広い撮影を授業やインターンシップを通して経験することにより，知識と技術の両面を
習得する。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

池田　勝三郎 兼任
映像制作会社代表。撮影・照明・ディレクター・グラフィックデザインなど
様々な技術を持つマルチプロデューサー。全日本広告協会ACC賞，地
域テレビCM部門秀作賞ほか，数多くの賞を受賞。

揚野　典明　平原　大志

■ 授業概要及び到達目標

■ 成績評価基準

筆記試験８０％　授業態度・提出物等２０％

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

■ 特記事項

映像コース

■　授業計画

授　業　内　容 授　業　内　容

１ 後期オリエンテーション（１年）① １８１ 前期オリエンテーション（２年）①

２～２２ 撮影技術（構図，カメラワーク，記録媒体） １８２～２００ 一眼レフムービー実習，カメラ機器の仕組みと操作

２３～２９ ハンディー撮影 ２０１～２１０ 一脚，スライダー

３０～７０ イベント撮影実習（舞台イベント撮影） ２１１～２２０ デジタルミキサー実習，機器の仕組みと操作

７１～７５ イベント音声収録（マイク収録） ２２１～２９８
ショートムービー制作②
１５分以内のオリジナル作品制作

７６～８０ イベント音声収録（ＬＩＮＥ入力，ＰＡ卓） ２９９ 前期オリエンテーション（２年）②

８１～９０ インタビュー照明 ３００ 後期オリエンテーション（２年）①

９１～１１０ 特殊機材（レールドリー，タイヤドリー） ３０１～４１８ 卒業作品制作（グループ，個人）

備考

１１１～１７９
ショートムービー制作①
５分以内のオリジナル作品制作

４１９ 卒業作品発表会

１８０ 後期オリエンテーション（１年）② ４２０ 後期オリエンテーション（２年）②



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修
１年
２年

後期
通年

２４０ ７

■　その他教員

回 回

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS012 企画・演出（Ｅ） 講義，演習

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

２０２２年度 ＴＶ映像音響科 映像コース

平原　大志 専任
フリーランスの映画・ドラマの制作部・演出部として様々な映像作品に
参加。その後，テレビドラマ・映画の製作プロダクションに所属し，映像
作品のラインプロデューサーを務める。

■ 授業概要及び到達目標

学生自ら短編映像作品(ドラマ・短編映画・TV番組・CM・MVなど）の企画から撮影演習，仕上げまで全行程を行うことで，基礎的なプロの仕事の
難しさ・楽しさを体験し，理解を深める。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

特になし（適宜プリントを配付）

■ 成績評価基準

課題提出２０％　授業態度　８０％

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

映像コース

■　授業計画

授　業　内　容 授　業　内　容

１,２ 業界用語解説　　(モノ・道具編） ２１,２２,２３
映像演出における技法　中級編3
〜現場での演出効果　　撮影技術

３,４
映像演出における用語・技法①　　　初級編
～画角・構図・カメラワーク・イマジナリーラインなど

２４ 【参考試写】（卒業制作作品内容により）

■ 特記事項

７,８
業界用語解説を目的にした短編映像作成
～企画会議①②

２９,３０,３１
映像演出における技法　中級編5
　〜現場での演出効果　　音響技術　SE BG

９,１０
業界用語解説を目的にした短編映像作成
～絵コンテ作成   5カット

３２ 【参考試写】（卒業制作作品内容により）

５
【参考試写】技法解説のための作品試写
（『パプリカ』ほか）

２５,２６,２７
映像演出における技法　中級編4
〜現場での演出効果　　照明技術

６ 用語解説振り返り小テスト ２８ 【参考試写】（卒業制作作品内容により）

１４
映像演出における用語・技法②　中級編 1
～イマジナリーラインおさらい・方向性の統一など

３７,３８,３９
ACジャパンCMコンテストほか校外賞向け作品企画
〜3分から5分の小品　　〜企画会議①②③

１５
映像演出における用語・技法②　中級編 2
～モンタージュ

４０ 【参考試写】過去受賞作品ほか

１１
業界用語解説を目的にした短編映像作成
～役職決め　スタッフィング・キャスティング

３３,３４,３５
映像演出における技法　　上級編１
〜編集による演出効果　　　〜再構成

1２,１３
業界用語解説を目的にした短編映像作成
～撮影準備　　　美術打ち合わせなど

３６
【参考試写】　『いつも二人で』『メメント』ほか
時系列並べ替えによる効果ほか

１３,１４ 企画書熟考 ４７,４８,４９
ACジャパンCMコンテストほか校外賞向け作品企画
〜3分から5分の小品　　撮影予行

１５,１６,１７,１８ 企画会議①〜④ ５０〜５９
ACジャパンCMコンテストほか校外賞向け作品企画
〜3分から5分の小品　　撮影実習

１１ 卒業制作のための作品方向性会議、および予算会議 ４１,４２,４３
ACジャパンCMコンテストほか校外賞向け作品企画
〜3分から5分の小品　　〜コンテ作成

１２ 企画書の書き方おさらい ４４,４５,４６
ACジャパンCMコンテストほか校外賞向け作品企画
〜ロケハン・撮影準備

１９,２０
【参考試写】類似構成の作品試写
（卒業制作作品内容により）

６０ 撮影振り返り (ラッシュ）



回 回

６１～７０
映像演出における技法　上級編２
〜カラコレほか仕上げ効果

２１６～２２８ 卒業制作作品　仕上作業　MA、カラコレ振替含む）

７１〜９９ 卒業制作作品　撮影準備 ２２９ 作品審査　（０号試写）

■　授業計画

授　業　内　容 授　業　内　容

２０２〜２１５ 卒業制作作品　編集、合成実習　（編集振替含む）

備考

１００〜２００ 卒業制作作品　現場実習　（撮影振替含む） ２３０～２３９ 直し作業ほか

２０１ 卒業制作作品　撮影振り返り (オールラッシュ） ２４０ 作品発表（初号試写→納品）　



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修
１年
２年

後期
通年

２７０ １０

■　その他教員

回 回

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS013 映像編集（Ｅ） 演習，講義

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

２０２２年度 ＴＶ映像音響科 映像コース

上荒磯　聡 兼任 映像制作会社所属。テレビＣＭ広告・番組の映像編集などに従事

福田　智樹

■ 授業概要及び到達目標

企画・演出で制作を決めた作品に対して、より実践的な編集技術を学ぶ。企画・撮影の意図を汲み取り、目的に沿った編集における考え方を習
得することを目指す。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

黒野明子 これからはじめるPhotoshop & Illustrator の本 技術評論社

■ 成績評価基準

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

映像コース

■　授業計画

授　業　内　容 授　業　内　容

１～１０ AfterEffectsの基本操作 ９７～１２２ ・カラーコレクション作業の必要性

１１～２０
1.プロジェクトの基本設定
　（画面サイズ・フレームレートなど）

１２３～１３２ ・AftereffectsとEDIUSを複合的に使った編集方法

■ 特記事項

３５～３９ 4.レイヤー管理の考え方 １５８～１６６ 番組編集
・データ整理の方法

４０～４４ 5.Photoshopとの素材連携方法について １６７～１７０ ・編集時の留意点

２１～２５ 2.トランジションの基本操作 １３３～１４８ ・Aftereffectsの複数のエフェクトを使用した演出例

２６～３４ 3.キーフレームの考え方 １４９～１５７ ・エフェクトを利用した合成方法の理解

６８～７２
Photoshop・Illustratorの基本操作
1.Aftereffectsに必要なグラフィックの作成

１９４～２０２
スイッチング編集
・スイッチングの選定基準・留意点の理解

７３～７７ 2.スチール素材のレタッチ作業の操作 ２０３～２１１ ・エフェクト必要性の理解

４５～５４ 6.マスク機能の基本操作 １７１～１８４ ・スーパーのバランス(セーフティーなど)の理解

５５～６７ 7.基本的なエフェクトの使用例 １８５～１９３ ・音声と映像を連動して考える

８８～９６
ショートムービー・CMの編集
・素材の選定基準とバランスの考え方

２４７～２７０ ・トリミングを利用した切り取りの必要性の理解

備考

７８～８２ 3.スチール素材の切り抜き作業の操作 ２１２～２２０ 写真編集
・色補正の留意点と必要性の理解

８３～８７
Lightroomの基本操作
撮影素材から書き出しまでの流れ

２２１～２４６ ・レタッチにおける加工の理解



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修
１年
２年

後期
通年

６０ ２

■　その他教員

回 回

２０２２年度 ＴＶ映像音響科 映像コース

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS014 ＭＡ 演習，講義

　ＴＶやラジオ放送で使用する素材制作の為の基本的な知識を習得し，ＭＡをする為のソフトＰｒｏＴｏｏｌｓの使い方を習得する。
２年次は，音声機器を正しく扱うことができ，トラブルにも対応できる知識をつける。実際に音を収録し，ＯＫ・ＮＧを判断して適正レベルで収録で
き，さらに自分たちでＭＡを行って，現場で即戦力となれる人材を目指す。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

折田　龍紀 兼任
鹿児島市内の映像制作会社にMA（音編集）や音声技術として勤務。
鹿児島のTV番組やCM，県外のTV番組制作なども手掛ける。

■ 授業概要及び到達目標

■ 成績評価基準

１年後期試験　 筆記５０％・実技５０％
２年前期試験　筆記１００％
２年後期試験　 筆記５０％・実技５０％

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

１～４
５．カメラと音声機器での録音
（１）カメラでの録音
（カメラの設定，音声機器の設定，音声録音）

３１・３２
１．１年次の復習
（マイク，ケーブル，PC，音声編集ソフト，周辺機器，
カメラ，音声機器）

■ 特記事項

映像コース

■　授業計画

授　業　内　容　<１年次> 授　業　内　容　<２年次>

５～７
（２）音声機器での録音
各ミキサーの種類と使い方，音声録音

３３～３５
２．ＰｒｏＴｏｏｌｓ（音声編集ソフト）の応用
（イコライザーを使用した応用，リバーブを使用した
応用，様々なノイズ除去の方法，音圧，音量の調整）

８・９
（３）各録音素材の取り込み
（記録媒体の説明，フォーマットの説明，音声編集
　ソフトに取り込み）

３６～３８
３．収録現場の環境を知った上での対処
（マイクの特性を考えながら現場音を録る，
屋内での現場音を録る，屋外での現場音を録る）

１０～１３
６．効果音の制作
（企画，録音，整音）

３９～４２

４．絵コンテや資料を知った上での対処
（ナレーターの声の特徴を生かす録音，環境を
　把握し特徴を生かす録音，企画の意図を読み
　取っての録音）

１４～２０
７．ナレーションの制作
（企画，発音やイントネーションの打ち合わせ，
　録音，整音）

４３～４６
５．OK・NGの適正な判断
（規定レベルに達しているか，ノイズ，環境音，
　音声のバランスを判断）

２１～３０
８．作品制作
（動画やラジオに対しての音専門の作品制作）

４７～５０
６．音場・音像を考えたＭＩＸ
　（１）音場（映像に対して音で再現する，臨場感を
　　　　与える）

５１～５３ （２）音像（音の方向と距離を再現する）

備考

５４～５６
７．作品を放送レベルで仕上げる
（トータル音量バランス，ラウドネスの調整）

５７～６０ ８．卒業作品制作（動画やラジオでの制作）



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修 １年 後期 ３０ １

■　その他教員

回 回

２０２２年度 ＴＶ映像音響科

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS015 ＣＧ基礎（E） 実習，講義

Photoshopの基本的スキルを修得する。写真の加工や色補正，画像合成等の制作を行う。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

小森　友美 専任
印刷会社のグラフィックデザイナーを経て、一般企業の広報職やApple
専門店の販売職に従事

■ 授業概要及び到達目標

■ 成績評価基準

課題評価（１００％）

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

■　授業計画

授　業　内　容 授　業　内　容

1

２・３

■ 特記事項

Photoshop 概要

Photoshop 基本操作

１０・１１

１２～１５

４～６

７～９

色調補正

写真の修整

レイヤーの使用

切り抜き・合成

２０

２１

１６・１７

１８・１９

復習・確認テスト

フィルタの使用

解像度の基本

メディアへの出力

備考

２２～２５

２６～３０

便利な機能

実践課題



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修
１年
２年

後期
通年

５７０ １７

■　その他教員

回 回

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

２０２２年度 ＴＶ映像音響科 舞台コース

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS016 舞台技術（Ｂ） 演習，講義

■ 成績評価基準

TV1：音響照明＿期末考査(80％)、授業態度(20％)
TV2：音響＿定期考査（50％）、実技試験（50％）
TV2：照明＿期末考査(80％)、授業態度(20％)

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

中馬　慎一郎 兼任
　鹿児島市内のイベントプロデュース会社に舞台音響技術者として勤
務。県内５箇所のホール管理及び舞台音響業務に従事。

前原　謙一，猪俣　翼

■ 授業概要及び到達目標

　「音響」という仕事を学び、舞台、イベント等に対応できる知識を身につける。また舞台知識も同様に学習し、劇場の基本的な構造と名称を覚え
ることにより舞台空間の音響知識も身に付ける。音の性質を学習し、機材を適正に使用できるように基礎知識を身に付ける。後期は野外イベン
ト、学内イベントにて音響オペレート、ステージ転換、進行など様々な用途に対応できるように実習授業を行う。
　公共ホールやライブハウスなどの演出の為に使用される舞台の応用的な知識と、技術を学ぶ。現場に合わせたプランニングからミキシングま
で実践的な技術を習得する。

八板賢二郎 改訂版 サウンドバイブル ―The Theatrical Sound Engineer's Bible 劇場音響技術者教書 兼六館出版

９～１２ 複数のスピーカー接続及びセッティングの説明と実習 ２１３～２１５ 電子回路の基礎

１３～２０
イコライザによる音場補正
　（システムチューニング）実習

２１６～２２８
メインスピーカー、モニタースピーカーの
チューニング方法

■ 特記事項

舞台コース

■　授業計画

授　業　内　容 授　業　内　容

１～８ 音響ポジション（FOH、モニター、ステージ）の説明 ２０９～２１２ スピーカーの構造と種類

３７～５０ 仕込み実習 ２３８～２５５ 簡易PAシステム（ｾｯﾃｨﾝｸﾞ、ﾁｭｰﾆﾝｸﾞ、ﾐｷｼﾝｸﾞなど）

５１～８６ 様々な本番実習(約５イベントの仕込み、リハ、本番) ２５６～２５９ 音響プランの立て方

２１～３２ 舞台転換（マイク、スピーカー）の説明、実習 ２２９～２３２ 特殊マイクの実習

３３～３６ 音響プラン仕込図作成の説明 ２３４～２３７ 周辺機器の使用法

１１１～１１６ 信号線，回路，パッチ，一般調光卓等の説明 ２９５～３０９ ハンダ付け実習

１１７～１２０ 照明用ケーブルやアクセサリーの説明 ３１０～３１６ 舞台機構音響調整作業検定対策

８７～９０ 後期末考査（舞台音響系） ２６０～２８２
デジタルミキサーについて
（基礎、ﾐｷｻｰ、ﾃﾞｰﾀ整理など）

９１～１１０ LEDライト（約３種類の灯体の説明と実習） ２８３～２９４ ワイヤレスマイク（基礎、周波数プラン作成など）

１７７～１８０ 後期末考査（舞台照明系） ３６１～３７０ 1年時の復習（仕込み方、灯体の説明など）

１８１～１９０
1年時の復習
（ｹｰﾌﾞﾙ、ｽﾀﾝﾄﾞ、ｱﾅﾛｸﾞﾐｷｻｰ、周辺機器など）

３７１～４０６ 信号線，回路，パッチ，コントローラ等の説明

１２１～１４０ 仕込み実習 ３１７～３５４
様々な本番実習
（約１０イベントの仕込み，リハ，本番）

１４１～１７６ 様々な本番実習（約５イベントの仕込み，リハ，本番） ３５５～３６０ 前期期末考査（舞台音響系）

２０７・２０８ マイクロフォンの構造と種類 ５６５～５７０ 卒業試験（舞台照明系）

備考

１９１～１９３ 聴覚音響心理 ４０７～４９７ ムービングライト、一般調光卓実習

１９４～２０６ 音の性質と音圧について ４９８～５６４
様々な本番実習
（約１０イベントの仕込み，リハ，本番）



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修
１年
２年

後期
通年

２１０ ７

■　その他教員

回 回

２０２２年度 ＴＶ映像音響科 舞台コース

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS017 レコーディング実習（Ｂ） 演習，講義

　レコーディングにおける基礎知識と技術を学ぶ。音響知識から機材の取扱い，音の仕組みなどを理解して実践を通して学んでいく。
　２年次は，レコーディング実習の内容をさらに追求して実践を積み，基本から応用まで作業できるようにする。最先端の技術も取り入れながら，
自らの力で音楽制作を完成させていくことを目指す。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

大久保　重樹 兼任
ロサンゼルスP.I.T.卒業，ドラマー、エンジニアとして様々な
プロジェクトに参加。現在はチンパンジースタジオを拠点に国内外
問わず活動中。

■ 授業概要及び到達目標

■ 成績評価基準

定期考査（50％）
実技試験（50％）

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

リットーミュージック（編） 音響映像設備マニュアル2019改訂版 リットーミュージック・ムック

１～１０ 「protools」の応用の説明 ６１～７０ １年次のレコーディングについての復習

■ 特記事項

舞台コース

■　授業計画

授　業　内　容　<１年次> 授　業　内　容　<２年次>

１１～３０ 音楽録音（バンド系、CM、ナレーションなど） ７１～８０ 「protools」及び他の音楽ソフトの説明

３１～５０ 基本的なミキシング ８１～８４ レコーディング技術の変遷（歴史や媒体など）

５１～５８ 学生作品制作 ８５～９４ プラグインの説明（ダイナミック系や空間系など）

５９・６０ 後期期末考査 ９５～１０４ 高度なミキシング

１０５～１０８ マスタリング

１０９～１６０ 音楽録音（バンド系、CM、ナレーションなど）

備考

１６１～２００ 学生作品制作

２０１～２１０ 前期期末考査、卒業試験



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修
１年
２年

後期
通年

１８０ ６

■　その他教員

回 回

２０２２年度 ＴＶ映像音響科 舞台コース

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS018 ＤＡＷ実習（Ｂ） 演習，講義

　音楽制作ソフトCubaseを使い，DAW（デジタルオーディオワークステーション）の基本的な操作，メロディー入力，リズム入力，コード入力などの
音楽的編集やミックスまでを，与えられた課題を通して学んでいく。　２年次は，更に詳細な操作方法について学習し，目的に応じた簡単な音楽
が制作できるようになることを目的とする。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

上田　孝 兼任
　ヤマハ音楽講師。ピアノやコンピューターを使いこなすミュージシャン
でもあり，作曲，アレンジ，音楽番組制作を行なう。

■ 授業概要及び到達目標

■ 成績評価基準

出欠状況
授業態度
課題提出(100%)
筆記試験はなし

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

１～１５
「Cubase」の応用の説明
  (ステップ入力、ショートカット)

６１～８０
「Cubase」の高度な使い方
  (高度なMidi編集、Audio編集)

■ 特記事項

舞台コース

■　授業計画

授　業　内　容　<１年次> 授　業　内　容　<２年次>

１６～２０ ミキシング  (バランス、エフェクターの使い方) ８１～８５
ミキシング
（コンソールウィンドウで編集、ミックスダウン）

２１～２７ 楽器についての説明  (音楽ジャンルと音色) ８６～９０
楽器についての説明
（音楽ジャンルと音色　ソフト音源研究）

２８～３１ 音楽理論  (楽譜の読み方、コード理論、作曲) ９１～９５
音楽理論
  (役に立つコード進行といろんなジャンルの作曲)

３２～５６ ジングル、BGM制作（３～５曲） ９６～１００ 前期期末考査  (提出された課題曲を考査)

備考

５７～６０ 後期期末考査　(提出された課題曲を考査) １０１～１７５ ジングル、BGM制作（５～１０曲）

１７６～１８０ 卒業試験  (提出された課題曲を考査)



■ 授業時数 ■ 単位数

専門 必修
１年
２年

後期
通年

６０ ２

■　その他教員

回 回

２０２２年度 ＴＶ映像音響科 舞台コース

学校法人原田学園　鹿児島キャリデザイン専門学校
授業シラバス

■ 対象入学年度 ■学科名 ■コース名

■ 科目コード ■ 科目名 ■ 授業形態

C22CS019 ＭＡ 演習，講義

　ＴＶやラジオ放送で使用する素材制作の為の基本的な知識を習得し，ＭＡをする為のソフトＰｒｏＴｏｏｌｓの使い方を習得する。
２年次は，音声機器を正しく扱うことができ，トラブルにも対応できる知識をつける。実際に音を収録し，ＯＫ・ＮＧを判断して適正レベルで収録で
き，さらに自分たちでＭＡを行って，現場で即戦力となれる人材を目指す。

■ 科目区分　　 必修／選択 ■ 配当年次・学期 ■ 1コマあたりの時間

９０分

■ 代表教員名 ■ 教員区分 ■ 担当教員の主な職務経歴

折田　龍紀 兼任
鹿児島市内の映像制作会社にMA（音編集）や音声技術として勤務。鹿
児島のTV番組やCM，県外のTV番組制作なども手掛ける。

■ 授業概要及び到達目標

■ 成績評価基準

１年後期試験　 筆記５０％・実技５０％
２年前期試験　筆記１００％
２年後期試験　 筆記５０％・実技５０％

＜基準＞ 　100～90点 ： 秀
89～80点 ： 優
79～70点 ： 良
69～60点 ： 可

               59点以下 ： 不可

■ テキスト・参考書

著者名 書籍名 出版社

■ 特記事項

舞台コース

■　授業計画

授　業　内　容　<１年次> 授　業　内　容　<２年次>

１～４
５．カメラと音声機器での録音
（１）カメラでの録音
（カメラの設定，音声機器の設定，音声録音）

３１・３２
１．１年次の復習
（マイク，ケーブル，PC，音声編集ソフト，周辺機器，
　カメラ，音声機器）

５～７
（２）音声機器での録音
各ミキサーの種類と使い方，音声録音

３３～３５
２．ＰｒｏＴｏｏｌｓ（音声編集ソフト）の応用
（イコライザーを使用した応用，リバーブを使用した
応用，様々なノイズ除去の方法，音圧，音量の調整）

８・９
（３）各録音素材の取り込み
（記録媒体の説明，フォーマットの説明，
　音声編集ソフトに取り込み）

３６～３８
３．収録現場の環境を知った上での対処
（マイクの特性を考えながら現場音を録る，
屋内での現場音を録る，屋外での現場音を録る）

１０～１３
６．効果音の制作
（企画，録音，整音）

３９～４２

４．絵コンテや資料を知った上での対処
（ナレーターの声の特徴を生かす録音，環境を
　把握し特徴を生かす録音，企画の意図を読み
　取っての録音）

１４～２０
７．ナレーションの制作
（企画，発音やイントネーションの打ち合わせ，
　録音，整音）

４３～４６
５．OK・NGの適正な判断
（規定レベルに達しているか，ノイズ，環境音，
　音声のバランスを判断）

２１～３０
８．作品制作
（動画やラジオに対しての音専門の作品制作）

４７～５０
６．音場・音像を考えたＭＩＸ
　（１）音場（映像に対して音で再現する，臨場感を
　　　　与える）

５１～５３ （２）音像（音の方向と距離を再現する）

５４～５６
７．作品を放送レベルで仕上げる
（トータル音量バランス，ラウドネスの調整）

５７～６０ ８．卒業作品制作（動画やラジオでの制作）

備考


